
委）：委員、コ）：コーディネーター、ナ）：ナビゲーター、市）：説明担当者 

（行方市）なめがた市民100人委員会「第１回委員会」議事メモ 

分科会 第 3分科会 

コーディネーター 熊井成和（鴨川市政策参与、構想日本特別研究員） 

ナビゲーター なし 

説明担当者（自治体） なし 

日時 2020年 9月 26日（土）15時 10分から 16時 10分 

場所 レイクエコー 

その他 参加者数  10 名  欠席者数  6 名 

 

趣旨・概要 

 

 ・導入（進め方） 

 ・自己紹介 

 ・テーマについて思うこと（論点整理） 

 ・まとめ（次回に向けて） 

 

総括 

 

コーディネーター総括 

● 本日は第 1 回として、皆さんの行方市の「住みやすさ・住みにくさ」をお聞きすることが

できました。 

● 次回、また本日いなかったメンバーも交えて、お話をできればと思います。 

● また、本日皆さんがお話されていた、医療、交通の情報に加えて、他のテーマ、角度から

も対話できればと思います。 

 

協議の流れ 

 

● 委員A 

○ バス自体を行方市の中で使う必要性を感じていなかった。 

○ 今までは各地区に行く時は親にクルマを出してもらい、自分が運転できるよう

になってからは原付で移動するようになった。 

○ 自分の母親はまだまだ自家用車を運転したいという気持ちが強い。 

○ バスを使わなくてもなんとかなる、と思う人もいる。 

○ 小さい時に使った経験がないと大人になっても使わない。 

● 委員B 

○ 高齢者に近づきつつある自分。 

○ いつ運転免許を返納しようかと考えたりしている。 

○ 利用しないけど、高齢者にとっては近くにバスがない。 

○ デマンドタクシーは平日しか利用できない。休日に使えない。 

○ 細かいバスのり場を作って欲しい。 

○ バスについてはもっと工夫してほしい。 

● 委員C 

○ 今日はみなさん、ここまで何を使って移動しましたか？ 

○ 自家用車の人が大多数。 

○ 公共交通と自家用車に頼らざるを得ないのが全体的な状況か。 

● 委員D 

○ バスを使うことが滅多にない。 

○ 雪が降ると会社が休みになる。まちなかに行く時は徒歩だったりした。 

○ 行方市は豪雪。バスを使おうとしたら遠回りをしないと使えなかった。 



委）：委員、コ）：コーディネーター、ナ）：ナビゲーター、市）：説明担当者 

● 委員E 

○ 子供が大きくなった時に周りに高校がない。 

○ また、通学しづらい。 

○ バスに乗るのは通学の若者が多い印象。 

○ バスを利用する人のニーズを抑えていないのでは？ 

○ 市外の外に行く路線も作らないと、利用する人が増えないのでは？ 

○ バス停に自転車置場がないから使いづらい若者もいるのでは？ 

● 委員F 

○ 行方地域医療センター 

○ あそこがこのへんでは大きい医療施設。 

○ 最近、縮小されてしまった。自分の両親が行っている。 

○ 朝から行っても、診察が終わるのが夕方になってしまうらしい。 

○ その状況は不安に感じてしまう。土浦の協同病院ですとか、さらに遠いところに

行く。 

○ 1 時間くらいかかる。 

○ 緊急のときは深刻な問題。 

● 委員G 

○ 孫が泊まりに来た時に、その孫が具合悪くなった。 

○ 身近な医療施設では、休日診療をやっていなかった。 

○ 結局、つくばまで行った。 

○ 行方地域医療センターで休日診療をやってもらえるだけでいいのに。 

○ 小児科だけかな。 

● 委員H 

○ 自分は行方市でも北の方に住んでいる。 

○ 医者の評判を参考にして選ぶことが多い。 

○ 最初から選択肢として行方総合をあまり考えることがない。 

● 委員 I 

○ 商売のお客さんから電話がかかってきる。 

○ なすだの、はなだのができた。 

○ 迎えに来い、どこか連れて行けという話。 

○ 帰りに何件か寄ってからというのは嫌だ。 

● 委員 J 

○ 総合病院は頑張って誘致したはず。 

○ 行くたびに診療科が減っていることなどが寂しい気がします。 

● 委員B 

○ ゴミ集積場で段ボールや新聞紙もちゃんとくくっていないと、持っていってくれ

ない。 

○ ストックヤードまで持っていくのにもクルマが必要。 

○ ゴミの回収を新聞配達の人がやってくれると都合がいいのだけど、そうならな

いものか。 

● 委員K 

○ 公共機関。 

○ すべてにお金が絡む。収益をあげないと運用できない。 

● 委員E 

○ 子育てをしている中で、大きな公園、ああいうような人が集まる場所がないの

かなと思ったりする。 

○ 公園の近くにスーパーのようなものがあるといいのかな、と思っています。 

● 委員K 

○ 行方市にもふれあいランドというのがある。 
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● 委員H 

○ 行方市はいいところだと思う。 

○ 災害はないし、強いてなにか不便を感じることはない。 

○ 今までは安心・安全が当たり前だった。 

● 委員A 

○ 不便さはあまり感じない。 

○ 旧町村によって、不便・使いにくさも違うだろう。 

● 委員B 

○ 公園をつくるという話が出たことがあったけど、その公園で怪我をする子供が

でたら誰の責任になるんだ、という話になり中止になった。 

○ 近くで子供たちだけで遊べる公園が少ないなと感じる。 

● 委員A 

○ 公園がないわけではないが、安心面で不安。遊ばせたいと思わない。 

● 委員 I 

○ ずっと住んでいるから悪い気がしない。 

● 委員 J 

○ 行方市はいいとこだよね、と外の人から声をかけられた。 

○ いい景色の場所がある。 

○ 誇れるところだと思います。 

● 委員K 

○ 水場が近くにあるのはいいところ。 

● 委員D 

○ まちなかに住んでいてどうして行方市に引っ越したかというと、近くの畑を営

んでいる人がいた。 

○ 実家が地盤沈下だった。 

○ 済むには土地がしっかりしているところがいい。 

○ 大工さんが震度 5~6 来ても全然びくともしないよとお墨付きをくれた。 

○ 野菜をいただく。ずっと住んでいる人は当たり前だけど、スーパーよりもらいも

のの野菜の方が美味しい。 

○ その良さをまちの外にアピールできていないのかもしれない。 

● 委員C 

○ 最後にアンケートに書き込みお願いします。 

○ みなさんの意見を聞かせてください。 

○ ※ホワイトボードを見ながらこの場に出てきた意見を確認。 
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ホワイドボードの写真

 

●  


